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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第74期

第３四半期累計期間
第75期

第３四半期累計期間
第74期

会計期間
自 平成26年１月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年１月１日
至 平成27年９月30日

自 平成26年１月１日
至 平成26年12月31日

売上高 (千円) 26,200,285 27,531,238 34,842,579

経常利益（△損失） (千円) △ 146,486 532,358 83,338

四半期純利益（△損失）又は
当期純利益

(千円) △ 188,044 268,868 53,054

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) － － －

資本金 (千円) 3,335,500 3,335,500 3,335,500

発行済株式総数 (株) 12,662,100 12,662,100 12,662,100

純資産額 (千円) 5,647,113 6,208,419 5,887,912

総資産額 (千円) 19,991,905 20,622,529 20,069,672

１株当たり四半期純利益（△損失）
金額又は当期純利益金額

(円) △15.29 21.86 4.31

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) － － －

自己資本比率 (％) 28.2 30.1 29.3
 

 

回次
第74期

第３四半期会計期間
第75期

第３四半期会計期間

会計期間
自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

１株当たり四半期純損失金額（△） (円) △3.10 △0.10
 

(注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結経営指標等については記載しておりませ

ん。　　

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、子会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」から変更があった事

項は以下のとおりであります。

なお、文中における将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 
当社は、平成27年５月26日、壁紙の販売に関し独占禁止法違反の疑いがあるとして、公正取引委員会の立ち入り

検査を受けました。当社といたしましては、こうした事態を厳粛に受け止め、検査に全面的に協力しております。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、特記すべき事項はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や金融緩和政策を背景に、緩やかながらも回復基

調で推移しておりましたが、７～９月期の実質ＧＤＰが２四半期連続のマイナス成長となるリスクが高まり、ま

た、新興国を中心とした経済成長に対する減速懸念等から株式市場は安定しておらず、先行きは不透明な状態が続

いております。

インテリア業界におきましては、重要な指標である新設住宅着工戸数は、前年比小幅ながら増加が続いておりま

すが、先行きに力強さが窺えるには至っておりません。

この様な環境のもとで、当社の売上高は前年同期比5.1％増の27,531百万円、営業利益は593百万円（前年同期は

営業損失67百万円）、経常利益は532百万円（前年同期は経常損失146百万円）、四半期純利益は268百万円（前年同

期は四半期純損失188百万円）となりました。

セグメント別の業績は以下のとおりであります。

①　インテリア事業

壁装材は、5月に家づくりにおける様々なシチュエーション、様々な年代の方々へ新しいインテリアをお届け

する全点「準不燃」住宅向け見本帳“Ｖ－ウォール”を発行、8月にはリフォームにおける全てのニーズを実現

させたプレミアムな見本帳“らくらくリフォームプレミアム”を発行。カーテンは、７月に多彩なテイストと

価格帯を取り揃えた住宅向け見本帳“サーラ”を発行した他、壁装材見本帳“ライト”、“ウィル”、カーテ

ン見本帳“ファブリックデコ”、床材見本帳“クッションフロア”等を増冊発行し拡販に努め、売上高は前年

同期比3.4％減の21,339百万円となり、セグメント利益は213百万円（前年同期はセグメント損失29百万円）と

なりました。

②　スペースソリューション事業

顧客企業のリニューアル、移転等に対する投資意欲の回復、顧客企業に対するより細やかなサービスの提供

に努め、売上高は前年同期比51.0％増の6,191百万円となり、セグメント利益は379百万円（前年同期はセグメ

ント損失38百万円）となりました。

 

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はありません。

 

(3) 研究開発活動

特記すべき事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 41,000,000

計 41,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成27年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,662,100 12,662,100
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数1,000株

計 12,662,100 12,662,100 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年７月１日～
平成27年９月30日

－ 12,662,100 － 3,335,500 － 2,362,793
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載することが

できないことから、直前の基準日である平成27年６月30日の株主名簿により記載しております。

 

① 【発行済株式】

    平成27年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等)  ― ― ―

議決権制限株式(その他)  ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(保有自己株式）
普通株式

363,000 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 12,225,000 12,225 ―

単元未満株式 普通株式 74,100 ― １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 普通株式 12,662,100 ― ―

総株主の議決権  ― 12,225 ―
 

(注) １　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権１個）

含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が536株含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成27年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(保有自己株式)
リリカラ株式会社

東京都新宿区西新宿
７丁目５番20号

363,000 － 363,000 2.87

計 ― 363,000 － 363,000 2.87
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成27年７月１日から平成27年

９月30日まで)及び第３四半期累計期間(平成27年１月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がないため、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成26年12月31日)
当第３四半期会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,598,815 4,601,703

  受取手形及び売掛金 ※４  6,097,855 6,184,669

  電子記録債権 340,228 486,645

  商品 2,495,320 2,733,862

  その他 1,350,371 1,551,343

  貸倒引当金 △11,529 △6,875

  流動資産合計 14,871,062 15,551,349

 固定資産   

  有形固定資産 1,615,056 1,593,776

  無形固定資産 257,243 194,347

  投資その他の資産   

   差入保証金 1,869,848 1,746,181

   その他 1,533,200 1,613,212

   貸倒引当金 △76,737 △76,338

   投資その他の資産合計 3,326,310 3,283,055

  固定資産合計 5,198,610 5,071,179

 資産合計 20,069,672 20,622,529

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※４  9,437,191 9,127,126

  短期借入金 354,000 483,400

  1年内償還予定の社債 240,000 265,000

  1年内返済予定の長期借入金 542,997 640,440

  未払法人税等 34,633 193,657

  賞与引当金 84,420 230,018

  独占禁止法関連引当金 - ※５  77,000

  その他 1,168,057 1,233,243

  流動負債合計 11,861,299 12,249,887

 固定負債   

  社債 390,000 392,500

  長期借入金 1,121,050 1,023,860

  退職給付引当金 370,775 357,053

  資産除去債務 60,078 61,252

  その他 378,556 329,556

  固定負債合計 2,320,460 2,164,222

 負債合計 14,181,760 14,414,109
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成26年12月31日)
当第３四半期会計期間
(平成27年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,335,500 3,335,500

  資本剰余金 2,362,793 2,362,793

  利益剰余金 121,968 390,837

  自己株式 △59,755 △60,112

  株主資本合計 5,760,506 6,029,018

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 127,405 179,401

  評価・換算差額等合計 127,405 179,401

 純資産合計 5,887,912 6,208,419

負債純資産合計 20,069,672 20,622,529
 

 

 

 

EDINET提出書類

リリカラ株式会社(E02743)

四半期報告書

 8/15



(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 26,200,285 27,531,238

売上原価 19,787,839 20,523,690

売上総利益 6,412,445 7,007,548

販売費及び一般管理費 6,479,935 6,414,286

営業利益又は営業損失（△） △67,490 593,261

営業外収益   

 受取利息 3,383 3,142

 受取配当金 4,854 5,619

 不動産賃貸料 31,195 20,345

 その他 16,978 22,831

 営業外収益合計 56,412 51,939

営業外費用   

 支払利息 39,206 34,307

 手形売却損 39,628 32,785

 電子記録債権売却損 5,797 9,756

 不動産賃貸費用 27,386 21,249

 その他 23,389 14,742

 営業外費用合計 135,408 112,841

経常利益又は経常損失（△） △146,486 532,358

特別損失   

 独占禁止法関連引当金繰入額 - 77,000

 特別損失合計 - 77,000

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △146,486 455,358

法人税、住民税及び事業税 41,557 186,489

四半期純利益又は四半期純損失（△） △188,044 268,868
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

１　保証債務

 
前事業年度

(平成26年12月31日)
当第３四半期会計期間
(平成27年９月30日)

 従業員14名の銀行からの借入債務
に対して債務保証を行っており、
保証債務残高は10,488千円であり
ます。

従業員14名の銀行からの借入債務
に対して債務保証を行っており、
保証債務残高は8,376千円であり
ます。

 

 

２　受取手形割引高

 
前事業年度

(平成26年12月31日)
当第３四半期会計期間
(平成27年９月30日)

 1,133,619千円 475,160千円
 

 

３　電子記録債権割引高

 
前事業年度

(平成26年12月31日)
当第３四半期会計期間
（平成27年９月30日）

 373,127千円 276,140千円
 

 

※４　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日に入出金の処理を行う方法によっております

が、前事業年度末日が金融機関の休業日であったため、同日満期手形が次のとおり事業年度末残高に含まれて

おります。

 
前事業年度

(平成26年12月31日)
当第３四半期会計期間
(平成27年９月30日)

受取手形 80,105千円 －千円

支払手形 17,085千円 －千円

受取手形割引高 60,174千円 －千円
 

 

※５　独占禁止法関連引当金

 
前事業年度

(平成26年12月31日)
当第３四半期会計期間
(平成27年９月30日)

 

－ 独占禁止法違反の疑いに関連し
て、将来発生しうる損失について
現時点で独自に見積った額を計上
しております。

 

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計

期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る減価償却費を含む。）は次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
(自　平成26年１月１日
至　平成26年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成27年１月１日
至　平成27年９月30日)

減価償却費 141,330千円 150,706千円
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第３四半期累計期間(自 平成26年１月１日 至 平成26年９月30日)

１　配当金支払額

該当事項はありません。

 

２　基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間(自 平成27年１月１日 至 平成27年９月30日)

１　配当金支払額

該当事項はありません。

 

２　基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間(自 平成26年１月１日 至 平成26年９月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
四半期損益計算書

計上額
(注)インテリア事業

スペースソリュー
ション事業

計

売上高      

  外部顧客への売上高 22,100,369 4,099,916 26,200,285 － 26,200,285

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

－ － － － －

計 22,100,369 4,099,916 26,200,285 － 26,200,285

セグメント損失（△） △29,277 △38,212 △67,490 － △67,490
 

(注) １ セグメント損失は、四半期損益計算書の営業損失と一致しております。

２ 「スペースソリューション事業」は平成26年１月１日付けで、名称を「オフィス事業」より変更しておりま

す。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期累計期間(自 平成27年１月１日 至 平成27年９月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
四半期損益計算書

計上額
(注)インテリア事業

スペースソリュー
ション事業

計

売上高      

  外部顧客への売上高 21,339,440 6,191,798 27,531,238 － 27,531,238

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

－ － － － －

計 21,339,440 6,191,798 27,531,238 － 27,531,238

セグメント利益 213,568 379,692 593,261 － 593,261
 

(注)　セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益（△損失）金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
(自　平成26年１月１日
 至　平成26年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成27年１月１日
 至　平成27年９月30日)

１株当たり四半期純利益（△損失）金額 △15円29銭 21円86銭

（算定上の基礎）   

　四半期純利益（△損失）金額（千円） △188,044 268,868

　普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　普通株式に係る四半期純利益（△損失）金額（千円） △188,044 268,868

　普通株式の期中平均株式数（株） 12,300,384 12,298,743
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

 該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年11月11日

リリカラ株式会社

取締役会  御中

有限責任監査法人 ト　ー　マ　ツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   久　　保　　伸　　介   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   阪　　田　　大　　門   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているリリカラ株

式会社の平成２７年１月１日から平成２７年１２月３１日までの第７５期事業年度の第３四半期会計期間（平成２７年

７月１日から平成２７年９月３０日まで）及び第３四半期累計期間（平成２７年１月１日から平成２７年９月３０日ま

で）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、リリカラ株式会社の平成２７年９月３０日現在の財政状態及び同日をもっ

て終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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